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パブリックタグの登録促進について



・登録申請APIの提供

⇒ 即時登録が可能に！

登録の間口拡大に向けた取り組み

・パブリックタグ即時登録サンプルサイトの公開

⇒ APIの利用を促進！

いつでも・どこでも・誰でも

容易にパブリックタグを登録可能
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登録申請APIの仕組み

登録申請
API

登録申請
API

①トークン
②HTTPメソッド(リクエスト)

・POST(登録)
・PUT(修正)

③パラメータ
・緯度・経度
・その他の情報(階層など)

①トークン
②HTTPメソッド(リクエスト)

・POST(登録)
・PUT(修正)

③パラメータ
・緯度・経度
・その他の情報(階層など)

APIをインターネットの地図やジオコー
ディングサービスと組み合わせることで、
容易に登録・修正のできるサイトやアプリ
の作成が可能

APIへ送信する情報

申請システム

申請者

登録・修正情報

管理システム

情報保存

平成29年9月より試験運用開始。
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閲覧システム

公開可能
情報

オープンデータ
（CSV,API）



• ユーザ認証による不正申請の防止登録申請API

パブリックタグ情報共有プラットフォーム

リアルタイムに登録

登録申請APIの活用

APIを利用したアプリやサイト
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サンプルサイトの利用・・・

その前に・・・申請者登録（申請者IDと認証コードの取得）
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CLICK！

申請者IDと認証コードの付
与は、利用目的、予定地域、
時期等を個別に確認するた
め、メールベースで実施

場所情報コード申請システムURL

https://ucopendb.gsi
.go.jp/ucode_app/in
dex.php



サンプルサイトの利用・・・

その前に・・・ユーザー準備 ⇒ トークンの発行

CLICK！
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CLICK！



xxxxxxxxxxxxxxxx

トークンの発行

CLICK！

トークンが発行される
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※注意
トークンが漏洩すると、他者によるな
りすまし登録、情報の書換えなどが生
じる危険があるため、厳重な管理が必
要。漏洩した可能性のあるトークンは
無効化する。

場所情報コードログイン画面URL

https://ucopendb.gsi
.go.jp/ucode_app/lo
gin.php
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サンプルサイトの利用 １

①トークンを入力 ②“現在地を入力”
端末の位置情報が入力

サンプルサイトトップURL

https://ucopendb.gsi.g
o.jp/ucode_sample/tok
en.php



サンプルサイトの利用 ２

④場所が違っていれば、修正

⑤確認して、”決定“

③“地図から入力”
現在地を確認
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サンプルサイトの利用 ３

⑤その他の項目を入力 ⑥任意項目もあれば入力
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サンプルサイトの利用 ４

⑦“申請実行“
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⑧登録完了！
登録時の場所情報コード（ucode）
を表示。タグ固有IDとして用いる場
合は、このコードをタグに書き込む。



サンプルサイトの解説付きソース
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ソース解説 ページ URL

https://ucopendb.gs
i.go.jp/ucode_samp
le_doc/doc_index.h
tml


